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研究成果の概要（和文）：

母と子（小学生）36 組に対して、体組成、呼気ガス分析を含めた運動負荷試験、血液検査を行
い、母子間における体型、運動能力、脂質代謝との関係を検討した。母子間において内臓脂肪
型満症、インスリン抵抗性の保有に関して関連性を認めたが、血清脂質、空腹時血糖値などに
相関関係を認めなかった。小学生段階では必ずしも発症はしていないが、インスリン抵抗性な
どメタボリックシンドローム発症要因を認めるので、生活習慣の改善には留意する必要がある
ように推測された。

研究成果の概要（英文）：
We carried out body composition, exercise stress test including expiration gas analysis
and blood biochemical test on 36 pairs of mother and her offspring, and examined the
relationship with body composition, exercise capacity and lipid metabolism between
mother and offspring. We revealed the relationship concerning possession of abdominal
obesity and insulin resistance, but did not reveal the correlation of serum lipid value
and fasting plasma glucose between mother and her offspring. It is supposed that it is
necessary for the child to take care of the improvement of life-style because the factor
of falling metabolic syndrome ( for example, insulin resistance ) is recognized, but the
child does not quite fall metabolic syndrome in the elementary school.
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を保有する中高年者でのうなぎのぼりの

増加が指摘されている。国民衛生の動向

（厚生の指標 臨時増刊 第53巻第9号

2006年）によれば、内臓脂肪型肥満症

（20歳以上男性 29.3％、女性14.2％）、

高血圧症（男性51.7％、女性39.7％）、

糖尿病（740万人）といった保有率あるい

は保有者数が報告されている。これまで

の指摘は中高年者での生活習慣病あるい

はメタボリックシンドロームの保有率の

高さが問題視されてきたが、最近では小

児においてもこれらの疾患の保有率の高

いこと、あるいはこれらの疾患の予備軍

の多いことが指摘され、小児において早

急に対策を行うことの必要性が論じられ

ている。

これらの疾患の保有は、結局は動脈硬

化の進行を促進することになり、虚血性

心疾患・脳血管障害・指趾壊死などの原

因になると考えられている。メタボリッ

クシンドロームは、その発症機序として

遺伝的な素因が重要視されており、遺伝

的背景を考察していくことの重要性も強

調されるようになってきている（β3アド

レナリン受容体遺伝子多型、LPL遺伝子多

型、アポB遺伝子多型、アポE遺伝子多型

など）。

また、遺伝的背景の他に、メタボリッ

クシンドロームの治療や予防においては、

栄養・休養と共に運動が非常に大きな役

割を持っていることが国内外を通して報

告されるようになってきている（ Nati-

onal Institute of Health Consensus

Development Conference Statement

1997、Sato Y.: Physical exercise for

diabetes mellitus JMAJ 2003）。特に、

2006年度には厚生労働省が作成し、一般

に発表した「健康づくりのための運動指

針2006」の中で、初めて栄養・休養より

も上位に実践するものとして運動を推奨

するようになってきている。これは国内

外の多くの研究論文を検討した結果とし

て、厚生労働省研究班がまとめたもので、

この分野では注目に値するガイドライン

である。つまり近い将来を考えていく際

にメタボリックシンドローム対策を講じ

ていく事は絶対に必要であり、中高年者

ばかりでなく小児に関しても積極的に対

策を講じていくことが、健康で長生きし

てもらう上で有用なことである。

２．研究の目的

本研究は「親子」をキーワードにして、①

小児のメタボリックシンドロームの原因と

して遺伝的な要素が強く働いているのか、運

動・栄養・休養といった環境的な要素が強く

働いているのかを、両親と子どもの間におけ

る特徴を検討し見極めること、②小児のメタ

ボリックシンドロームの予防のために、これ

らの得られたデータを利用した親子で取り

組める運動・栄養処方プログラムを開発する

ことを、目的とした。

３．研究の方法
対象者は、男子および女子小学生（4～6年

生）36 名とその父親 60 名とその母親 36 名で
あった。募集は大学に勤務する小学生を持つ
母親と、公募による募集の 2種類で実施した。
測定は保護者の承諾を得るとともに、研究目
的と安全性について十分に理解してもらい、
実施した（インフォームドコンセント）。基
本的には夏休みを利用して両親を含めて測
定を実施し、一部秋期に実施した。両親とそ
の子どもに対する検査は、2009 年度および
2010 年度に以下のことを実施した。母親と子
供の体組成、血清脂質、空腹時血糖、インス
リン値を測定し、呼気ガス分析を含めた運動
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負荷試験を実施し、腹部 MRI および DEXA も
実施した（体脂肪率、内臓脂肪面積）。これ
らの値の親子間で関係を、検討した。

４．研究成果
母親の年齢38.5±5.1歳、身長159.4±5.3cm、
体重 58.0±10.2kg、BMI22.83.4kg/m2（25kg/m2

以上 9 名）、%FAT（BI 法）32.3±6.0%（30%
以上 21 名）、ウエスト周囲径 82.1±10.0cm
（90cm 以上 31 名中 8 名）であった。同様に
子（男児 23 名、女児 13 名）の年齢 8.4±1.5
歳、身長 134.6±11.4cm、体重 36.9±9.9kg、
BMI19.9±2.7kg/m2（25kg/m2以上 9名）、%FAT
（DEXA 法）32.3±7.6%（男児 25%以上 17 名、
女児 30％以上 9 名）、ウエスト周囲径 70,8±
9.2cm（80cm 以上 31 名中 5名）であった。
母子共にBMIおよび%FATの両者が異常高値を
示す者はウエスト／身長比は 0.5 以上を示し、
インスリン値は高値傾向を示し、HOMA-R も高
値傾向を示した。血清脂質値、空腹時血糖値
や体脂肪率は、母子間で優位な相関関係を認
めなかった。肥満関連遺伝子多型の測定に関
して、倫理審査の関係で研究期間中に測定で
きず、詳細な遺伝関連の検討はできていない
が、小児メタボリックシンドローム発症にお
いて、遺伝要素も関係していることは推測さ
れるが、運動や栄養といった後天的要素も強
く関係していることが推測された。それゆえ
遺伝的にメタボリックシンドロームを発症
しやすいと考えられる小児に対しても、運動
や栄養に関する指導を十分に行い、実践させ
ることが必要不可欠と考えられる。申請時に
予定していた介入研究および適切な運動処
方作成まで研究が到達できなかったので、今
後さらに研究を継続していくことが必要と
考える。
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